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は
じ
め
に 接続・取り付け部品を確認する

モニター関係

モニター × 1

ラバースペーサー
× 2

モニター
取付金具 × 1

六角レンチ × 1

プロテクター × 1

リモコン × 1

アームカバー × 1

ハイダウェイユニット関係

ハイダウェイ
ユニット × 1

RCAコード × 1

マジックテープ
(やわらかい方) × 1

マジックテープ
(かたい方) × 1

電源コード × 1
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続
の
し
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た

接続の前に知ってほしいこと

接続上のご注意
●赤リード線 (アクセサリー電源) は、常に
バッテリーから電源が供給される電源回路
には接続しないでください。接続すると
車のバッテリーが消耗してしまいます。

●若草色リード線 (パーキングブレーキスイッ
チ) は、必ずパーキングブレーキスイッチの
電源側に接続してください。接続しない
と一部の機能が使用できなくなります。

本機と他の製品では同じ働きのコードで
も色が異なる場合があります。本機と他
の製品とを接続される場合、それぞれの
製品に付属の取付説明書をよくお読みに
なり、同じ働きのコードどうしを接続し
てください。

電源配線キットを別売しています
●システム全体の消費電流が大きくなると、電圧が不足する場合があります。そのようなときは、
バッテリーから直接電源をお取りください。当社では、電源配線キット「RD-221」を別売して
いますので、販売店にご相談ください。

接続のポイント



z電源
付属の電源ケーブルを接続します。

x映像入力端子 (黄)
VTRやDVDなどの映像信号を入力します。

cリモコン信号出力端子 (黒)
リモコン操作したときの信号を出力します。
パイオニア製の専用のリモコン信号入力端子
のある製品に接続します。

vモニター用30ピン出力 (白)
付属のTVモニターへ接続します。

接
続
の
し
か
た

4

接続端子のなまえと働き

ハイダウェイユニット
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接
続
の
し
か
た

1.5 m

ヒューズ抵抗 赤 アクセサリー電源
車のエンジンスイッチをACCの位置にしたと
きに、電源が供給される電源回路に接続して
ください。

若草色
パーキングブレーキスイッチ
車が停車していることを確認するために使用
します。必ずパーキングブレーキスイッチの
＋側リード線に接続してください。

パーキングブレーキスイッチ

＋側

アース側

＋バッテリー電源
車のエンジンスイッチのON/OFFに関係な
く、常にバッテリーから電源が供給される電
源回路に接続してください。

4 m

アース
車のボディの金属部に確実に接続してください。

黄

黒

4 m

4 m

注：ヒューズを交換するときは、必ず同
じ容量のヒューズと交換してください。

4 A

4 m

接続方法

パーキングブレーキ
スイッチの＋側リー
ド線をはさみ込む。

ラジオペンチで
強くはさむ。

パーキングブレーキスイッチの位置は、車
種によって異なります。詳しくは、お買い
上げの販売店にご相談ください。

注：電源リード線の、ヒューズから本体、および
ヒューズ抵抗から本体の間に、他の機器の
リード線を接続しないでください。

注：橙／白、赤、黄リード線は車のヒューズユニッ
トを通した後の端子に接続してください。

ヒューズ抵抗
イルミ電源
車のライトをONにしたときに、電源が供給
される電源回路（時計の照明回路やスモール
ランプ回路など）に接続してください。

橙/白

電源コード

－－詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください－－

電源コードの接続
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注：この端子に接続したモニターは、運転者
が走行中に映像を見ることができない位
置に設置してください。

TVモニター部

ハイダウェイユニット部

RCAコード

ナビゲーション本体
例：「AVIC-DRV50」

3 m

映像入力端子(黄)

リモコン信号出力端子(黒)
パイオニア製の専用のリモ
コン信号入力端子のある製
品に接続します。

4 m

黄 黒

黄 黒

電源コード
( ☞ 前ページ)

－－詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください－－

システムの接続
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メ モ
●接続するときは、本機および接続する製品
の電源をOFFにしてから接続してくだ
さい。
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取り付けの前に知ってほしいこと

取り付けのポイント

取り付け上のご注意
●必ず付属の部品を指定通りに使用してくだ
さい。指定以外の部品を使用すると、機
器内部の部品をいためたり、しっかりと
固定できずに外れたりして危険です。

破損

取り付け、固定する前に
●まず仮接続を行い、本機が正常に動作する
ことを確認してから、取り付けを行ってく
ださい。正常に動作しない場合は、接続に
間違いがないか、もう一度チェックしてく
ださい。

粘着テープを貼り付ける前に
●マジックテープや両面テープを貼り付けると
ころは、汚れをよくふきとってください。

ノイズ防止のために
●本機のモニターケーブルは、TVアンテナの
アンテナコードからできるだけ離して配置し
てください。束ねたり、重ねたり、交差さ
せたりしないでください。

●ナビゲーションシステムと組み合わせる場
合、本機のモニターケーブルは、ナビゲー
ション本体からできるだけ離して配置してく
ださい。
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ハイダウェイユニットの取り付け

取り付け上のご注意
●次のような場所には絶対に取り付けないで
ください。高温により故障する恐れがあ
ります。
＊ダッシュボードやリアートレイの上のよ
うに、直射日光の当たる場所。

＊ヒーターの吹き出し口の近く。

●ドア近くの雨水がかかりやすい場所には取
り付けないでください。

●フロントシートの下に取り付けるときは、
シートのスライドに支障がないように取り
付けてください。

付属のマジックテープ (かたい方) をハイダウェイユニットの底面に、マジックテープ (やわらかい方)
を取り付け場所に貼り付けます。

カーペット

メ モ
●マジックテープ (かたい方) がカーペット
にくっつく場合は、カーペットに直接取
り付けることもできます。この場合、マ
ジックテープ (やわらかい方) は使用しま
せん。

ハイダウェイユニット

マジックテープ
(かたい方) × 1

マジックテープ
(やわらかい方) × 1
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モニターの取り付け

シャフトロックボタンを押して、
ヘッドレストを外す

ヘッドレスト

シャフト

ブーツ

シャフトロックボタン

1

モニターを、付属の取付金具で固定します。

取り付け上のご注意
●付属の六角レンチは、小さなお子様が誤飲するおそれがありますので、お子様の手の届かな
いところへ保管してください。

●乗車時は、モニター部を取付金具から取り外して使用しないでください。

●ネジは必ず締めてご使用ください。また、製品を分解、改造したり、製品以外の荷重をかけ
たりしないようにしてください。

●本機の取付金具は、助手席のブーツに固定するタイプです。ブーツのない車種ではご利用に
なれません。また、バケットシートやヘッドレスト一体型の車種でもご利用になれません。

●シャフトやブーツが特殊形状の車種については、本機を取り付けられない可能性があります。

●本機は、衝突時に衝撃を軽減させるために移動するタイプのヘッドレストには装着しないで
ください。

注意
本機をご使用の際は、必ずシートベルトで身体をシートに固定してください。
シートベルトをしていないと、急ブレーキなどにより本機に身体、または身体の一部分をぶつ
け、重大な事故が発生する可能性があります。

注意
シャフトロックボタンが外側に向いていない
車種では、本機はご利用になれません。
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シャフトが貫通できるように
シャフトガイドを調節する

シャフトを通す穴を選び、シャフト間の幅に合わせて、シャフトガイドの位置を調節します。

シャフトガイドの取り外し

向きを変えて取付
可能です。

フックを取付金具に確実にロックさせます。

向きは変更できません。

右側のシャフトガイドは、
穴の右端、または左端に
ロックさせます。

左側のシャフトガイドは、
スライドさせて調節できます。

取付金具の裏からフックを
押し上げて外します。

シャフトガイドの取り付け

ヘッドレストのシャフト径に
合った方の穴を選んで通します。

この幅に合わせて、シャフトガイドを調節します。

2

例：シャフトガイドの位置

一番幅が広い場合（190mm） 一番幅が狭い場合（120mm）

※取り付けられる車種の
シャフト間の幅は、
120mm～190mmです。

■シャフトガイドの調節のしかた
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ヘッドレストシャフトブーツに
取付金具を取り付ける

シート地の材質や形状によっては、取付金具のガタつきがやや大きいことがあります。このような

場合は、付属のラバースペーサーを併用して取り付けてください。

ラバースペーサーのシールをはがして、
樹脂面に貼り付けます。

上から押さえ付けながら、右から
左へスライドさせます。

ブーツ

取付金具裏面のコの字ブラケットを、
ブーツの下側に確実に差し込みます。

コの字ブラケット

3

つづき

モニターの取り付け
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3 取り外したコの字ブラケットを助手席のブーツに取り付けます。

4 �取付金具を上から重ねて、ネジで取り付けます。

コの字ブラケットの穴に、取付金具のガ
イドピンが重なるようにして取り付け、
ネジで締めます。

コの字ブラケットの開いた方が外向
きになるように、スライドして取り
付けます。

1 シャフトロックボタンを押して、
ヘッドレストを外します。

2 取付金具にあるネジを
六角レンチで外します。

取付金具をスライドさせることができない車種の場合
助手席に肩があり、取付金具をスライドさせて取り付けられない車種の場合は、コの字ブラケット
を取り外してセットします。
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アームを開いて、モニターを取り付けやすい位置に
調節する

1　水平に開く

2　回転させてネジ部分を下に向ける

ネジを緩める 縦に回す

アームは水平以外の開き方は
しないでください。

5

ヘッドレストをシャフトガイドの穴に通して、
元通りにブーツに差し込む

シャフトロック
ボタンは、この
隙間から指を入
れて押します。

ヘッドレストの高さを
調節します。

六角レンチはあとで使う
ので取り外しておきます。

4

つづき

モニターの取り付け
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ゆるめたネジは、調節後しっかりと締め直してください。六角レンチで締めても緩く感じる場
合は、次のようにいったん取付金具からデタッチ部分を取り外し、中のネジを六角レンチで締
めてください。

アームにモニターを取り付ける

TVモニター
ネジを緩めるとアームが回転します。

後ろの穴から六角レンチの長い方を
差し込み、TVモニターが固定される
まで回して締めます。

6
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プロテクターと、
アームカバーを取り付ける

切れ目の入った部分を下
にして、プロテクターを
モニターにかぶせます。

緩まないように固くネジを締めます。 アームカバーを広げてアーム
を挟みます。

7

つづき

モニターの取り付け
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接
続
・
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け
が
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ら

動作を確認する

接続・取り付けを
もう一度確認する

車のエンジンをかける

ボールペンの先などで
リセットボタンを押す

本機の動作を
確認する (☞ 18ページ）4

リセットボタン

3

2

1

接続・取り付けが終わったら、次の操作を行って、本機が正常に動作することを確認してください。

接続・取り付けに誤りがないか、各コネク
ターは確実に接続されているか、もう一度
目で見て確認してください。
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各部の名称と使いかた

1 2 8 9 0 62 3 5 64 7

1リモコン受光部
リモコンをここへ向けて操作します。

2 （電源）ボタン
押すごとに本機の電源をON/OFFします。

3 （明るさ）ボタン※

画面（バックライト）の明るさを設定しま
す。押すごとに、HIGH（明るい）→MID
（中間）→LOW（暗い）の順番に切り替わ
ります。

4W（ワイド/調整）ボタン
ワイドモード（画面の拡大のしかた）を選
びます。押すごとに、フル→ジャスト→シ
ネマ→ズーム→ノーマルの順番に切り替わ
ります。2秒以上押すと、画質調整モード
（☞ 20ページ）になります。

5 2 / 3ボタン
画質調整モードで調整するときに使い
ます。

6マイルドボタン
マイルドな画像に切り替えるときに押し
ます。押すごとにOFF（通常画像）→ON
（マイルド画像）の順番に切り替わります。

7リセットボタン
本機のマイコンをリセットするときに押し
ます。また、W（ワイド/調整）ボタンを押
しながら、このボタンを押すと、各種設
定値を工場出荷時に戻すことができます。
（☞ 21ページ）

8 2/3/5/∞（十字操作）ボタン
2/3はTVのチャンネルやDVD/CD/MP3
のチャプターやトラックなどを送ることが
できます。
5/∞はTVのプリセットチャンネルや
MP3のフォルダーなどを選ぶことができ
ます。

9 7（ストップ）ボタン
DVD/CD/MP3の再生を止めます。

0 6（再生/一時停止）ボタン
ボタンを押すごとに、DVD/CD/MP3の
再生と一時停止を切り替えます。

メ モ
※ 明るさの設定は、イルミON/OFFおよ
びマイルドON/OFFでそれぞれ別に設
定・記憶できます。

TVモニター

リモコン
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メ モ
●4：3比率の映像をズーム、ノーマル以
外で見ると、映像の縦横比がもとの画面
と異なるため、本来の映像とは見えかた
に差が出ます。

●シネマ・ズームで映像を見るときは、画
質が粗くなります。

●営利目的、または公衆に視聴させること
を目的として、本機のワイドモード切り
替え機能を利用すると（フル、ズームな
どを利用して、画面の圧縮や引き伸ばし
などを行うと）、著作権法上で保護されて
いる著作者の権利を侵害するおそれがあ
りますので、ご注意ください。

FULL（フル）
4：3の映像の左右だけを拡大します。映像が欠けることなくワ
イド画面が表示されます。

ワイドモードの種類

JUST（ジャスト）
画面の両端に近づくほど、横に伸びる比率が高くなります。画
面の中央付近は通常の映像とほとんど同じ大きさで表示されるた
め、ワイド画面を違和感なく楽しめます。

CINEMA（シネマ）
フルとズームの中間の比率で、上下を拡大します。字幕が映像
の外の黒い部分に表示されるものに適しています。

ZOOM（ズーム）
4：3の映像を上下、左右とも同じ比率で拡大します。映画など
横長の映像のうち、字幕が映像の上にかぶって表示されるもの
に適しています。

NORMAL（ノーマル）
4：3の映像をそのまま表示します。
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W（調整）ボタンを２秒以上押す

↓
画質調整モードになります。

W（調整）ボタンを押して
調整するモードを選ぶ

W（調整）ボタンを押すごとに、黒の濃さ→コ
ントラスト→色の濃さ→色あい→LOCATION
の順に切り替わります。一巡するか、数秒間何
も操作しないと現在の調整値を保存して自動的
に調整モードが解除されます。

2 / 3ボタンを押して
調整・設定する

現在設定されている目盛が青く表示されます。

3：黒が濃くなります。
2：黒が薄くなります。

3：白黒の差が大きくなります。
2：白黒の差が小さくなります。

3：色が濃くなります。
2：色が薄くなります。

3：緑が強くなります。
2：赤が強くなります。

FRONT ：本機をフロントに設置する場合に
選びます。

REAR ：本機をリアに設置する場合に選び
ます。（本機をリアモニターとし
て使う場合は、必ずこの設定でお
使いください。出荷時はこの設定
になっています。

LOCATION

色あい

色の濃さ

コントラスト

黒の濃さ

コントラスト ＋ 6
低 高

3

コントラスト ± 0
低 高

2

黒の濃さ ±0

1

画質やロケーションの設定をする

メ モ
●画面調整（黒の濃さ、コントラスト、色
の濃さ、色あい）は、マイルドON/OFF
でそれぞれ別に調整・記憶できます。

●本機を運転者から見える位置に設置する
場合は、必ず LOCAT ION の設定を
“FRONT”にしてください。“FRONT”
に設定した場合は、リモコンの電源ボタ
ン、マイルドボタンは効かなくなります。

● LOCATIONの設定は、必ずパーキングブ
レーキ線（若草色）を接続してサイドプレ
ーキを引いてから操作してください。サイ
ドブレーキを引かずに“FRONT”に設定
すると、“ATTENTION”画面となり以降
操作できなくなります。万一そのような状
態になってしまった場合は、設定メモリを
クリア（☞ 次ページ）してください。
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設定メモリをクリアすると、明るさ、ワイドモード、画質（黒の濃さ、コントラスト、色の濃さ、
色あい）、LOCATION、マイルドモードの設定を全てクリアし、工場出荷時に戻すことができます。

設定メモリをクリアする

W（調整）ボタンを押しながら
リセットボタンを押す

必ずW（調整）ボタンを押したまま、先にリセ
ットボタンを離してください。

リセットボタン

W（調整）ボタン

1

メ モ
●必ずエンジンをかけた状態（ACCがON
の状態）で操作してください。本機の電
源が入っていなくても操作できます。
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リモコンの電池の入れかた

リモコンの取り扱いに関するご注意
●リモコンを直射日光の当たるところに長
時間放置すると、高温により変形・変色
したり、故障することがあります。リモ
コンを使用しないときは、グローブボッ
クスなど直射日光の当たらないところに
保管してください。

●リモコン受光部に直射日光が当たってい
ると、リモコンの操作ができないときが
あります。

電池の取り扱いに関するご注意
●付属の電池は充電できません。

●リモコンを長期間使わないときは、電池
を取り出してください。また、取り出し
た電池は、幼児の手の届かないところに
保管してください。

●電池の液もれが起こったときは、内部に
付着した液をよく拭き取ってから新しい
電池と入れ換えてください。

●リモコンからの信号が受け付けられる範
囲が狭くなってきたときは、新しい電池
と交換してください。

●不要となった電池を廃棄する場合は、各
地方自治体の指示（条例）に従って処理
してください。

●電池は加熱したり、分解したり、火や水
の中に入れないでください。電池の破裂、
液もれにより、火災やけがの原因となる
ことがあります。

リモコンを裏返してボールペンの先などで電池ホルダーを開け、
付属のリチウム電池(CR2025)を⊕側を上にしてセットします。
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TVモニターの正しい使いかた

取り扱い上のご注意
●TVモニターは、指定の使用温度範囲内およ
び保存温度範囲内でお使いください。

●直射日光の当たる状態で長時間使用すると、
高温になり、液晶画面が故障する恐れがあ
ります。できる限り直射日光が当たらない
ようにしてください。

●TVモニターの液晶画面は、車内での視認性
向上のためにむき出しになっています。故
障する恐れがありますので、液晶画面を強
く押さないでください。

●キズや汚れの原因になりますので、液晶画
面には触れないでください。

●携帯電話をお使いになるときは、携帯電話
のアンテナをTVモニターに近づけないでく
ださい。画面にはん点や色模様などのノイ
ズが出たり、映像が乱れたりすることがあ
ります。

液晶画面について
●TVモニター画面の中に小さな黒い点や明る
く光る点（輝点）が出ることがあります。
これは液晶TVモニター特有の現象で故障で
はありません。

●寒いところでお使いになるときは、電源を
入れた後しばらく画面が暗いことがありま
す。時間がたつと正常な明るさに戻ります。

●TVモニター画面に直射日光が当たると、光
が反射し画面が見づらくなりますので、直
射日光をさえぎってください。

小型蛍光管について
液晶画面を光らせるために、TVモニター内
部に小型蛍光管を使用しています。この蛍
光管は、消耗品で寿命があります。

●蛍光管の寿命は約1万時間ですが、寒いと
ころでお使いになりますと、寿命が短くな
ることがあります。

●蛍光管が寿命になると、画面が暗くなった
り、映像が映らなくなったりします。この
ときはお買い上げの販売店、またはお近く
のパイオニアサービスステーションにご連絡
ください。

お手入れについて
●画面に付いたほこりやTVモニターの汚れを
清掃するときは、電源を切ってから、柔ら
かい布でから拭きしてください。

●画面を拭くときは、ツメで引っかかないよ
うに注意してください。画面にキズが付く
と映像が見づらくなります。

●化学ぞうきんをお使いの場合は、化学ぞうき
んに添付の注意事項をよくお読みください。

●ぬれたぞうきんは、使用しないでください。
また、ベンジンやアルコールなどの揮発性
の薬品は使用しないでください。



付
　
録

24

仕様
共通部
●最大消費電流：0.8 A
●使用電源：DC14.4V(10.8 ～ 15.1V使用可能)
●アース方式：マイナスアース方式
TVモニター部
●画面サイズ：6.5インチワイド(表示エリア

寸法：77.1×144.7mm
●画素数：336,960画素(234 x 1,440)
●方式：TFTアクティブマトリクス方式透過型
●エッジライト：冷陰極Ｌの字管
●使用温度範囲：－10 ～ ＋50℃
●保存温度範囲：－20 ～ ＋80℃

ハイダウェイ部
●外部映像入力レベル：1 Vpｰp/75 Ω

モニター取付金具
●ヘッドレストシャフト穴ピッチ：120 ～ 190mm
●シャフト穴径：10 Ø／ 13 Ø

外形寸法
●TVモニター部：188(W)×114(H)×32(D)mm
●ハイダウェイ部：104(W)×85(H)×26(D)mm
●モニター取付金具：393(W)×113(H)×38(D)mm
●リモコン：32(W)×68(H)×14(D)mm

質量
●TVモニター部：418ｇ
●ハイダウェイ部：532ｇ（コードを含む）
●モニター取付金具：479ｇ
●リモコン：15.2ｇ(CR2025電池を含む)

付属品
●リモコン ：1
●リチウム電池 ：1（CR2025）
●コード類 ：1式
●取付金具類 ：1式
●取扱説明書 ：1
●保証書 ：1

保証書とアフターサービス
保証書
●保証書は、ご購入年月日、販売店名などが
記入されていることをお確かめのうえ、ご
購入の際に販売店より受け取ってください。
保証書に記入もれがあったり保証書を紛失
したりすると、保証期間中でも保証が無効
となります。記載内容をよくお読みのうえ
大切に保管してください。

保証期間
●この製品の保証期間は、お買い上げの日よ
り1年間です。

保証期間中の修理について
●万一故障が生じたときは、保証書に記載さ
れている当社保証規定に基づき修理いたしま
す。お買い上げの販売店またはお近くのパ
イオニアサービスステーションにご連絡くだ
さい。

保証期間経過後の修理について
●お買い上げの販売店またはお近くのパイオニ
アサービスステーションにご相談ください。
修理すれば使用できる製品については、ご
希望により有料で修理いたします。

補修用性能部品の最低保有期間
●当社は、本機の補修用性能部品を製造打ち
切り後最低6年間保有しています。(性能部
品とは、その製品の機能を維持するために
必要な部品です。）

ご質問、ご相談は
●本機に関するご質問・ご相談はパイオニア
カスタマーサポートセンターにお問い合わせ
ください。

お願い
修理をご依頼になるときは、故障の原因をよ
り早く確実に解決するため、TVモニターと
ハイダウェイ部の両方をお持ちください。
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